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上左：嘉島幼稚園運動会
　（10月９日）　
上中・下右：嘉島東小運
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平成28年熊本地震 復 興 か ら 発 展 へ
心を一つに 日常を取り戻す 嘉島町長　荒木 泰臣

　

熊
本
地
震
の
発
生
か
ら

半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

避
難
所
は
解
消
し
、仮

設
住
宅
も
完
成
し
ま
し
た

が
、い
ま
だ
困
難
な
生
活
を

強
い
ら
れ
て
い
る
方
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
も
、町
は
災
害

対
策
か
ら
復
興
へ
、さ
ら
に

は
震
災
前
を
上
回
る
発
展

を
目
指
し
て一
歩
ず
つ
歩
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

復
興
へ
向
け
て
５
つ
の
基

本
方
針
を
８
月
に
発
表
し

ま
し
た
。

　

何
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、

町
民
の
皆
様
の「
日
常
」を

取
り
戻
す
こ
と
。仮
設
団

地
で
は
住
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
相
談
な
ど
を
実
施
す

る
一
方
で
、今
後
２
年
を
め

ど
に
恒
久
的
な
復
興
住
宅

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

進
出
企
業
は
全
て
町
内

に
と
ど
ま
って
復
興
を
目
指

し
、移
動
棚
製
造
の
金
剛
な

ど
新
規
の
企
業
進
出
も
決

定
し
ま
し
た
。芝
原
地
区

開
発
は
前
倒
し
、東
部
台

地「
ゆ
う
す
い
の
杜
」開
発

も
計
画
通
り
進
め
ま
す
。

　

心
を
一つ
に
し
て
、み
ん
な

で
日
常
を
取
り
戻
し
ま

し
ょ
う
。　   （
10
月
22
日
）



歳入 48億 6,004万６千円
前年度比16.97％増

歳出 44億 4,938万６千円
前年度比19.06％増

平
成
27
年
度
嘉
島
町
一
般
会
計
決
算

　

自
主
財
源
、
経
常
的
収
入
が
増

　

震
災
で
28
年
度
以
降
は
厳
し
く

概　

況

　

嘉
島
町
の
平
成
27
年
度
一
般
会

計
の
決
算
額
は
、
歳
入
48
億
６
０

０
４
万
６
千
円
、
前
年
度
比
16
・

97
％
増
、
歳
出
44
億
４
９
３
８
万

６
千
円
、
同
19
・
06
％
増
。
前
年

度
に
比
べ
て
歳
入
・
歳
出
と
も
に

７
億
円
ほ
ど
増
え
ま
し
た
。

　

町
税
や
使
用
料
収
入
な
ど
の
自

主
財
源
は
21
億
５
２
８
３
万
３
千

円
で
、
前
年
度
比
４
５
０
万
８
千

円
、
０
・
２
％
増
で
し
た
が
、
西

小
学
校
増
築
や
保
育
所
新
設
等
に

よ
る
補
助
金
や
起
債
等
で
依
存
財

源
が
増
え
た
た
め
、
歳
入
総
額
に

対
す
る
構
成
比
は
前
年
度
比
７
・

４
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
の
影
響
で
、
平
成
28

年
度
以
降
の
財
政
状
況
は
さ
ら
に

厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
堅
実
な
財
政
運
営
を

行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

歳　

入

今
年
２
月
に
竣
工
し
た
嘉
島
西
小
の

新
校
舎

　

自
主
財
源
は
、
町
税
は
法
人
町

民
税
等
の
減
少
に
よ
り
前
年
度
比

３
６
９
１
万
８
千
円
（
２
・
５
％
）

減
で
し
た
が
、
滝
河
原
土
地
区
画

整
理
事
業
の
保
留
地
売
却
に
よ
る

諸
収
入
や
、
町
民
会
館
、
運
動
公

園
使
用
料
等
が
増
え
、
前
年
度
を

上
回
り
ま
し
た
。

　

依
存
財
源
は
、
国
県
支
出
金
が

西
小
増
築
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比

５
億
６
９
７
５
万
２
千
円
、
77
・

１
％
と
大
き
く
増
え
ま
し
た
。

　

町
税
や
地
方
交
付
税
の
普
通
交

付
税
な
ど
毎
年
継
続
し
比
較
的
安

定
的
な
収
入
を
経
常
的
収
入
と
い

い
ま
す
。
歳
入
構
造
の
安
定
性
を

表
す
指
標
で
、
行
政
水
準
の
持
続

的
向
上
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、
こ
の
安
定
が
肝
要
で
す
。
27

年
度
は
33
億
７
５
０
３
万
２
千
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
６
億
１
１
１

９
万
２
千
円
、
22
・
１
％
増
え
ま

し
た
。
消
費
税
増
税
に
よ
る
交
付

金
増
や
町
民
会
館
等
の
使
用
料
増

な
ど
が
要
因
で
す
。

　

ま
た
、
町
税
、
地
方
交
付
税
、

地
方
消
費
税
交
付
金
、
地
方
譲
与

税
等
を
一
般
財
源
と
い
い
、
そ
の

大
部
分
が
使
途
を
特
定
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
歳
入
総
額
に
占
め
る

割
合
が
大
き
い
ほ
ど
自
治
体
の
自

主
性
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
一
般
財
源
は
地
方
消

費
税
交
付
金
等
の
増
に
よ
り
、
前

年
度
比
１
億
１
８
０
４
万
７
千
円
、

３
・
９
％
増
で
し
た
が
、
一
方
で
、

西
小
増
築
な
ど
使
途
を
決
め
ら
れ

た
特
定
財
源
が
増
え
た
た
め
、
構

成
比
は
65
・
２
％
と
前
年
度
比

８
・
２
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳　

出

　

27
年
度
経
費
を
性
質
別
に
分
類

す
る
と
、
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
等
）
37
・
９
％
、

経
常
的
経
費
（
物
件
費
、
維
持
補

修
費
、
補
助
費
等
）
30
・
０
％
、

投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
、

災
害
復
旧
費
等
）
20
・
０
％
、
そ

の
他
経
費
12
・
１
％
で
し
た
。

　

投
資
的
経
費
は
前
年
度
比
３
・

５
％
増
え
ま
し
た
。
支
出
額
の
大

き
い
も
の
は
、
保
育
所
児
童
措
置

費
扶
助
３
億
２
６
０
８
万
９
千
円
、

か
し
ま
広
域
農
場
設
立
交
付
金
２

億
３
０
３
２
万
２
千
円
、
西
小
学

校
増
築
事
業
２
億
１
６
４
９
万
６

千
円
、
保
育
施
設
整
備
事
業
補
助

金
１
億
３
９
４
３
万
８
千
円
、「
ゆ

う
す
い
の
杜
」
土
地
区
画
整
理
事

業
１
億
７
８
６
万
３
千
円
等
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
財
政
状
況

　

今
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
は
、
嘉
島
町
に
も
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
災
害
が
れ
き
処
理
、
道

路
等
公
共
施
設
の
復
旧
、
災
害
公

営
住
宅
建
設
な
ど
復
旧
復
興
に
多

額
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
高
齢
化
社
会
の
急
速
な

進
展
や
子
育
て
、
住
環
境
の
整
備
、

産
業
育
成
等
課
題
は
多
く
、
財
源

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
財
政
係
）
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町税 14億6406万2千円
繰入金 76万9千円
分担金負担金 1億0708万9千円
使用料及び手数料 4769万5千円
財産収入 387万5千円
繰越金 4億1761万2千円
諸収入 1億1042万3千円
寄附金 130万8千円
地方交付税 7億5288万1千円
地方特例交付金 727万8千円
国県支出金 13億0901万6千円
地方譲与税 4086万4千円
利子割交付金 132万0千円
配当割交付金 480万4千円
株式譲渡所得割交付金 412万6千円
地方消費税交付金 2億0640万2千円
自動車取得税交付金 551万9千円
交通安全特別対策交付金 223万7千円
町債 3億7276万6千円
平成27年度 歳入決算額 48億6004万6千円

歳入

義務的経費 16億8257万1千円 37.8%
経常的経費 13億3284万3千円 30.0%
投資的経費 8億9177万8千円 20.0%
その他 5億4219万4千円 12.2%
平成27年度 決算額 44億4938万6千円 100.0%

義務的経費=人件費・
扶助費・公債費
地方公共団体の歳出
のうち、その支出が
義務付けられ任意に
軽減できない、硬直
性の高い経費のこと

経常的経費=物件
費・維持補修費・
補助費等
年々持続して固定
的に支出される経
費

投資的経費 = 普通
建設事業費・災害復
旧費
その支出の効果が資
本形成に向けられ、
施設等がストックとし
て将来に残るもの

経費別分類 歳出

議会費 7057万7千円 議会活動に要する経費

総務費 6億6317万1千円 全般的な管理事務、企画調整事務、財政・財務管理に要する経費、庁舎・
財産維持管理費、戸籍、統計、徴税、選挙等の経費

民生費 12億1627万3千円 住民の方の一定水準の生活と安定した社会生活を保障するための経費
衛生費 4億1462万8千円 住民の方の健康にして衛生的な生活環境を保持するための経費
農林水産業費 4億5376万3千円 農業や畜産等の振興経費、農業委員会費等
商工費 1714万4千円 商工業の振興、観光事業等の経費
土木費 5億5266万4千円 維持的、改良的な土木事業全般
消防費 1億6438万4千円 消火事務、災害防除、災害被害軽減活動の経費
教育費 5億9004万1千円 教育委員会、小・中学校、社会教育等のすべての教育関係の経費
災害復旧費 642万0千円 災害によって生じた被害の復旧に要する経費
公債費 3億0032万1千円 未償還の公債の元金、利子等
平成27年度 歳出決算額 44億4938万6千円

保育所児童措置費扶助 3億2608万9千円
児童手当扶助 1億6773万0千円
上益城消防組合負担金 1億3025万4千円
益城嘉島西原環境衛生施設組合負担金 8732万5千円
御船地区衛生施設組合負担金 3295万6千円
町社会福祉協議会負担金 2097万0千円
町道維持補修費 1637万8千円
西小学校増築事業 2億1649万6千円
保育所施設整備事業補助金 1億3943万8千円
公共下水道事業特別会計繰出金 1億1288万9千円
介護保険特別会計繰出金 1億0352万2千円
国民健康保険特別会計繰出金 9527万0千円
後期高齢者特別会計繰出金 3009万6千円
簡易水道事業特別会計繰出金 1877万3千円

平成27年度嘉島町特別会計（前年比）
国民健康保険
特別会計

歳入 12億9062万1千円（112.50%）
歳出 11億8803万3千円（114.65%）

住宅新築資金等
貸付特別会計

歳入 53万8千円（114.47%）
歳出 30万0千円（107.14%）

介護保険
特別会計

歳入 7億2368万5千円（102.98%）
歳出 6億7059万3千円（102.69%）

公共下水道事業
特別会計

歳入 4億5580万0千円 （72.55%）
歳出 4億1460万2千円 （70.63%）

後期高齢者医療
特別会計

歳入 1億1059万0千円（103.37%）
歳出 1億0810万0千円（103.48%）

簡易水道事業
特別会計

歳入 7376万7千円（592.79%）
歳出 7014万6千円（1277.47%）

主な使われ方

町税

繰入金
繰越金

分担金負担金
使用料及び手数料

財産収入・寄附金・諸収入

自主財源（44.3%）依存財源（55.7%）

地方交付税・地方特例交付金

国県支出金

地方消費税交付金等
地方譲与税 町債

歳入

総務費

民生費

衛生費

土木費

農林水産業費

商工費

議会費

教育費

歳出

消防費
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平
成
28
年
度
の
町
敬
老
会
は
10

月
４
日
、
町
民
会
館
ホ
ー
ル
「
ア

ク
ア
」
で
開
催
。
70
歳
以
上
の
約

４
０
０
人
が
出
席
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
は
、
ば
っ
て
ん
荒
川
ジ
ュ

ニ
ア
イ
サ
オ
さ
ん
の
軽
妙
な
お

し
ゃ
べ
り
と
歌
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
「
熊
本
地
震
か
ら

の
復
旧
復
興
に
皆
さ
ん
の
経
験
と

ばってん荒川
ジュニアイサオ
さん

知
識
を
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

健
康
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」

と
長
寿
を
祝
い
、
川
上
町
議
会
議

長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

米
寿
表
彰
は
今
年
の
対
象
者
60

人
を
代
表
し
て
、
北
甘
木
の
森
嶋

秋
敏
さ
ん
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
、
中
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
長
が
「
今
後
、
健
康
で
暮
ら

せ
る
健
康
寿
命
を
延
ば
せ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

町
内
の
長
寿
者
は
10
月
１
日
現

在
、
70
歳
以
上
が
１
７
７
８
人
、

90
歳
以
上
１
９
２
人
、
百
歳
以
上

は
９
人
お
ら
れ
ま
す
。

長
寿　

敬
老
会

　

気
象
庁
は
10
月
11
日
、
熊
本
地

震
の
地
震
回
数
（
震
度
１
以
上
）

を
10
月
10
日
現
在
で
４
０
８
１
回

と
訂
正
し
ま
し
た
。
精
査
し
た
複

数
結
果
、
の
地
震
を
１
回
と
し
て

米寿代表の
森嶋さん

謝辞を述べる
中島会長

荒木町長

祝

健
康
で
長
生
き

平
成
28
年

熊
本
地
震

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

　
　

総
合
相
談
窓
口

☎
０
９
６－

２
３
７－

５
８
９
０

〇
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

町
生
活
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎　

２
３
７－

２
９
８
１

☎　

２
３
７－

２
９
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　

２
３
７－

３
５
０
８

※
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た

地
震
回
数
４
千
超

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

　

嘉
島
町
地
域
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
が
10
月
１
日
か
ら
活
動
開
始
。

　

事
務
局
は
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

に
あ
り
、
被
災
さ
れ
た
町
民
の
皆

さ
ん
の
心
身
の
健
康
維
持
と
安
定

的
な
生
活
の
確
保
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
再
生
を
目
的
に
、
必
要

な
支
援
を
総
合
的
に
行
い
ま
す
。

　

10
月
は
仮
設
住
宅
団
地
を
巡
回
、

セ
ン
タ
ー
設
置
を
知
ら
せ
る
と
と

も
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
健
康

状
況
や
困
り
事
な
ど
を
聞
き
取
り

ま
し
た
。

仮設団地で住民から話を聞くスタッフ

地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー　

発
足

震
災
関
連
死　

新
た
に
１
人
認
定

総
合
相
談
窓
口

　

役
場
２
階
の
総
合
相
談
窓
口
は
、

引
き
続
き
、
罹
災
証
明
書
の
発
行
、

生
活
再
建
や
住
家
の
応
急
修
理
、

応
急
仮
設
住
宅
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
制
度
の
申
し
込
み
や
相
談
を

一
括
し
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

10
月
25
日
現
在
、
罹
災
証
明
書

の
発
行
件
数
は
２
５
１
１
件
。
住

家
被
害
２
次
調
査
の
受
付
件
数
は

８
３
８
件
、
調
査
済
件
数
は
８
０

８
件
。
そ
の
他
の
受
付
件
数
は
被

災
者
生
活
再
建
支
援
３
５
７
件
、

応
急
修
理
２
４
７
件
、
家
屋
解
体

６
５
７
件
。
廃
棄
物
搬
入
許
可
証

の
発
行
件
数
は
４
８
５
件
で
す
。

自
治
体
支
援

　

10
月
号
に
掲
載
し
た
９
月
25
日

以
降
10
月
25
日
ま
で
、
職
員
や
構

成
員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
自

治
体
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
愛
媛
県
▽
宮
崎
県
▽
佐
賀
県
伊

万
里
市
▽
天
草
市
▽
北
九
州
市
▽

北
海
道
釧
路
市
▽
三
重
県
名
張
市

震
災
関
連
死
認
定
を
発
表

　

嘉
島
町
は
10
月
28
日
、
本
震
後

の
７
月
下
旬
に
亡
く
な
っ
た
90
代

の
女
性
を
震
災
関
連
死
に
認
定
し

た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
町
内

の
関
連
死
は
２
人
目
で
す
。

い
た
と
の
こ
と
で
す
。
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流
域
の
河
川
協
力
団
体
と
市
町

村
が
連
携
し
て
10
月
２
日
、
高
田

み
ん
な
の
広
場
公
園
で
あ
り
ま
し

た
。
緑
川
改
修
期
成
会
の
主
催
。

期
成
会
会
長
の
荒
木
町
長
が
「
緑

川
に
関
わ
っ
て
き
た
方
た
ち
の
文

化
・
生
活
・
活
力
を
一
日
で
も
早

く
取
り
戻
そ
う
」
と
宣
言
し
ま
し

た
。

　

排
水
ポ
ン
プ
車
を
使
っ
た

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
や
、
時

間
１
０
０
㍉
超
の
降
雨
体
験
、
Ｅ

ボ
ー
ト
乗
船
な
ど
、
多
く
の
家
族

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

緑
川
復
興
イ
ベ
ン
ト

豪雨を体験する親子

熊
本
復
興
警
察
フ
ェ
ア

　

熊
本
県
警
と
県
防
犯
協
会
連
合

会
が
10
月
16
日
、
熊
本
復
興
ふ
れ

あ
い
警
察
フ
ェ
ア
２
０
１
６
を
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
開
催
。
大
勢

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

警
察
音
楽
隊
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド

隊
の
演
奏
と
演
技
。
白
バ
イ
や
パ

ト
カ
ー
と
の
記
念
撮
影
会
、
熊
本

地
震
に
伴
う
警
察
活
動
を
紹
介
し

た
写
真
パ
ネ
ル
展
示
の
ほ
か
、
県

警
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ゆ
っ
ぴ
ー
や

く
ま
モ
ン
も
登
場
、
人
気
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

多くの来場者でにぎわう警察フェア

町
進
出
企
業
連
絡
協
議
会

　

嘉
島
町
進
出
企
業
連
絡
協
議
会

（
富
田
恭
司
会
長
、
57
社
）
は
10

月
７
日
、
平
成
28
年
度
総
会
を
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
開
催
。
震
災

復
興
へ
向
か
っ
て
協
力
連
携
し
て

い
く
こ
と
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　

富
田
会
長
は
、「
固
い
結
び

つ
き
で
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た

い
」
と
決
意
表
明
。
荒
木
町
長
は
、

「
皆
さ
ん
の
元
気
が
地
域
の
元
気

に
な
る
。
町
も
一
緒
に
再
生
し
て

い
き
た
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

水消火器を使う子どもたち

上
益
城
消
防
フ
ェ
ア

　

上
益
城
消
防
組
合
消
防
本
部
が

10
月
15
日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

で
開
催
し
ま
し
た
。
家
族
連
れ
な

ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

防
災
意
識
と
消
防
へ
の
関
心
を

高
め
る
の
が
目
的
。
消
防
車
両
展

示
や
救
命
法
指
導
の
ほ
か
、
水
消

火
器
に
よ
る
消
火
体
験
や
ボ
ル
ダ

リ
ン
グ
、
綱
渡
り
な
ど
が
あ
り
、

保
護
者
の
声
援
の
中
、
子
ど
も
た

ち
が
勇
ん
で
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

バイキンマンとボルダリング

復
興
支
援
歌
謡
シ
ョ
ー

　

全
国
遊
技
機
商
業
協
同
組
合
連

合
会
が
10
月
４
日
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
熊
本
で
開
催
。
山
本
譲
二
さ
ん
、

吉
幾
三
さ
ん
、
川
中
美
幸
さ
ん
、

角
川
博
さ
ん
が
出
演
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ヒ
ッ
ト
曲
を
披
露
、
絶
妙
な
掛

け
合
い
の
お
し
ゃ
べ
り
で
も
大
勢

の
観
客
を
楽
し
ま
せ
、
会
場
に
は

笑
顔
と
歓
声
が
広
が
り
ま
し
た
。

バ
ス
ケ
指
導
と
交
流

　

熊
本
地
震
の
復
興
支
援
活
動
を

展
開
し
て
い
る
「
チ
ー
ム
熊
本
」

が
10
月
15
日
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
熊
本
ヴ
ォ
ル

タ
ー
ズ
」
の
福
山
直
樹
さ
ん
と
一

緒
に
嘉
島
中
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
を
訪
問
、
交
流
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
熊
本
は
公
式
ボ
ー
ル
10

個
を
贈
呈
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

普
及
活
動
指
導
員
の
福
山
さ
ん
は
、

男
女
部
員
27
人
に
、
ゲ
ー
ム
感
覚

で
楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
実
践
的

で
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法

を
指
導
し
ま
し
た
。

ヴォルターズの福山さん（前列右）と嘉島中バスケ部員
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復
興
へ
の
思
い　

熱
く
表
現

復
興
へ
の
思
い　

熱
く
表
現

　

第
41
回
上
益
城
郡
英
語
暗
唱
大

会
は
10
月
18
日
、
甲
佐
中
学
校
で

開
催
。
郡
内
８
中
学
校
の
代
表
が

競
い
合
い
、
嘉
島
中
は
３
年
と
２

年
が
1
位
、
１
年
生
は
２
位
。
見

事
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

発
表
時
間
は
３
分
20
秒
以
内
。

各
校
代
表
は
各
学
年
１
〜
５
人
。

  
３
・
２
年

３
・
２
年  

１
位
１
位

   
   

１
年
１
年   

   

２
位
２
位

題
材
は
教
科
書
な
ど
か
ら
選
び
、

発
音
や
表
現
力
を
競
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
代
表
は
▽
１
年
生　

藤

本
南
海
君
、
丸
田
桃
子
さ
ん
、
荒

木
さ
く
ら
さ
ん
▽
２
年
生　

有
馬

晃
樹
君
、
田
村
友
薪
君
、
山
﨑
愛

里
さ
ん
、
安
永
珠
梨
さ
ん
▽
３
年

生　

橘
陽
菜
子
さ
ん
の
８
人
。

　

英
語
の
岩
田
、
福
島
、
森

の
３
先
生
と
８
月
に
赴
任
し

た
Ａ
Ｌ
Ｔ
マ
ク
ダ
ー
モ
ッ

ト
・
リ
リ
ー
先
生
の
指
導
を

受
け
、
昼
休
み
や
放
課
後
に

練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

　

橘
さ
ん
は
、
戦
時
中
に
殺

処
分
さ
れ
た
上
野
動
物
園
の

象
の
話
を
発
表
、「
表
情
や

声
な
ど
を
意
識
し
て
発
表
で

き
ま
し
た
。
１
位
に
な
る
と

は
思
っ
て
な
か
っ
た
の
で
う

れ
し
か
っ
た
」。
岩
田
先
生

は
、「
み
ん
な
一
生
懸
命
に

練
習
し
た
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
ま
し
た
。
３
学
年
と
も

３
位
以
内
は
初
め
て
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

前
列
左
か
ら
、
有
馬
君
、
安
永
さ
ん
、
山

﨑
さ
ん
、
丸
田
さ
ん
。
後
列
左
か
ら
、
藤

本
君
、
田
村
君
、
荒
木
さ
ん
、
橘
さ
ん
、

リ
リ
ー
先
生

嘉島中
見事！

上益城郡
英語暗唱
大会

　

嘉
島
中
学
校
の
平
成
28
年
度
文

芸
発
表
会
と
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
は
10
月
23
日
、
道
中
体
育
館
で

開
催
。
生
徒
は
「
自
分
た
ち
の
が

ん
ば
る
姿
で
町
に
元
気
を
与
え
た

い
」
と
震
災
復
興
へ
の
熱
い
思
い

を
表
現
、
詰
め
か
け
た
保
護
者
や

地
域
の
人
た
ち
か
ら
大
き
な
拍
手

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

文
芸
は
学
年
ご
と
に
発
表
。
県

コ
ン
ク
ー
ル
で
２
年
連
続
金
賞
を

受
賞
し
た
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
始

ま
り
、
１
年
生
は
、
嘉
島
町
の
良

さ
を
あ
ら
た
め
て
見
つ
め
直
す

「
ふ
る
さ
と
再
発
見
」。
沖
縄
修
学

旅
行
を
控
え
た
２
年
生
は
、
沖
縄

地
上
戦
の
悲
惨
を
訴
え
る
朗
読
劇

嘉
島
中
文
芸
発
表
会

・
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

と
元
気
を
伝
え
る
エ
イ
サ
ー
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

３
年
生
は
、
福
島
原
発
事
故
に

よ
る
転
校
生
を
巡
っ
て
「
生
き
る

こ
と
」
や
「
命
」
を
考
え
る
演
劇

「
シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
猫
」

を
発
表
、
東
日
本
大
震
災
に
も
思

い
を
は
せ
て
「
東
北
と
嘉
島
の
復

興
を
願
い
、
私
た
ち
は
前
を
向
い

て
歩
い
て
い
き
ま
す
」
と
強
い
決

意
を
表
明
し
ま
し
た
。

３
年
１
組　

郡
音
楽
会
へ

　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
は
２
年
生
、

１
年
生
、
３
年
生
の
順
に
７
ク
ラ

ス
が
課
題
曲
と
自
由
曲
を
熱
唱
。

　

金
賞
は
、
２
年
２
組
、
３
年
１

組
、
３
年
２
組
が
受
賞
。
こ
の
う

ち
３
年
１
組
が
学
校
代
表
と
し
て

10
月
28
日
、
益
城
町
文
化
会
館
で

開
か
れ
た
上
益
城
郡
中
学
校
音
楽

会
に
出
場
し
ま
し
た
。

２年生のエイサー

３年生の学年劇『シュレーディンガーの猫』
　

第
30
回
上
益
城
郡
中
学
校
総
合

体
育
大
会
の
駅
伝
競
走
大
会
は
10

月
21
日
、
山
都
町
の
旧
朝
日
小
学

校
周
辺
コ
ー
ス
で
開
催
。
女
子
の

嘉
島
Ａ
チ
ー
ム
は
２
年
連
続
で
見

事
３
位
に
な
り
ま
し
た
。

　

５
区
間
12
・
６
㌔
に
12
チ
ー
ム

が
出
場
。
嘉
島
Ａ
は
、
１
区
の
廣

田
百
華
さ
ん
（
３
年
）
が
５
位
で

タ
ス
キ
を
渡
し
、
２
区
の
境
桜
香

さ
ん
（
３
年
）
が
３
位
に
浮
上
。

３
区
か
ら
佐
川
真
菜
さ
ん
、
徳
永

桃
亜
さ
ん
、
内
野
叶
絵
さ
ん
の
２

年
生
ト
リ
オ
が
順
位
を
維
持
し
、

50
分
27
秒
で
ゴ
ー
ル
。
５
区
の
内

野
さ
ん
は
区
間
賞
で
し
た
。

　

女
子
の
嘉
島
Ｂ
は
９
位
。
14

チ
ー
ム
出
場
の
男
子
は
、
嘉
島
Ａ

が
４
位
、
同
Ｂ
が
12
位
。
と
も
に

昨
年
か
ら
順
位
を
上
げ
ま
し
た
。

女
子
嘉
島
Ａ 

３
位

上
益
城
郡
中
学
総
体
駅
伝
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熊
本
地
震
で
拝
殿
と
神
殿
が
全

壊
し
ま
し
た
が
、
滋
賀
県
神
道
青

年
会
か
ら
小
さ
な
社
（
や
し
ろ
）

が
贈
ら
れ
、
例
年
通
り
10
月
15
日

の
「
豊
年
祭
り
」
の
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。
男
女
15
人
ほ
ど
が
参
加
。

地
域
の
人
た
ち
の
盛
ん
な
声
援
の

中
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
の
皆
さ
ん
は
来
年
春
の
再

建
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

高
田
八
幡
宮

子
ど
も
相
撲

　

10
月
９
日
の
例
大
祭
に
合
わ
せ

て
開
催
。
隣
保
組
の
持
ち
回
り
で

運
営
。
男
女
約
40
人
が
参
加
。
年

上
島
四
所
神
社

齢
や
学
年
別
に
対
戦
。
３
人
、
５

人
抜
き
も
あ
り
ま
し
た
。

　

例
大
祭
の
10
月
９
日
に
開
催
。

地
元
消
防
団
の
第
３
分
団
第
２
部

が
運
営
。
男
女
約
20
人
が
参
加
。

ご
ほ
う
び
に
赤
飯
の
お
に
ぎ
り
も

配
ら
れ
ま
し
た
。

鯰
三
社
宮

六
嘉
神
社

六
嘉
獅
子
舞

　

県
指
定
の
重
要
無
形
文
化
財
で
、

下
六
嘉
地
区
の
保
存
会
が
継
承
し

て
い
る
六
嘉
獅
子
舞
は
10
月
22
日
、

あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、
下
六
嘉

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
会
場

を
移
し
て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
笛
と
太
鼓
に
よ
る
囃
子
に
合

わ
せ
て
、
雌
雄
一
組
の
獅
子
が
勇

壮
に
舞
い
、
き
ら
び
や
か
な
衣
装

で
戦
士
に
扮
し
た
男
児
が
「
釣
り

子
」
に
な
っ
て
獅
子
と
戯
れ
る

「
ツ
リ
」。
小
学
校
高
学
年
の
男
児

が
勇
ま
し
く
戦
う
「
棒
使
い
」
な

ど
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
地
区
内
を
練
り
歩
く

「
道
行
き
」
や
、
約
22
㍍
の
「
登

り
竿
」
を
登
っ
て
ボ
タ
ン
の
花
を

投
げ
下
ろ
す
「
棚
の
ぼ
り
」
は
中

止
に
な
り
ま
し
た
。

　

六
嘉
獅
子
舞
は
無
病
息
災
や
五

穀
豊
穣
を
祈
り
ま
す
。
神
社
や
嘉

島
町
誌
に
よ
る
と
、
起
源
は
奈
良

時
代
、
ま
た
は
４
０
０
年
以
上
前

の
加
藤
清
正
公
の
こ
ろ
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
河
原
君
代
さ
ん
提
供
の

田
で
10
月
21
日
、
園
児
18
人
が
会

員
の
指
導
で
稲
を
刈
り
ま
し
た
。

嘉
島
町
農
村
女
性
グ
ル
ー
プ

熊
本
市
・
の
ぞ
み
保
育
園

嘉
島
幼
稚
園

　

園
近
く
の
𠮷
田
三
十

志
さ
ん
提
供
の
田
で
10

月
24
日
、
保
護
者
も
一

緒
に
楽
し
く
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。

稲刈り
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大山龍馬君（左）と井上聖華
さんのスローガン発表

平田結人君（左）と大谷
日和さんの開会の言葉

荒木町長 松田校長

嘉島東小
大運動会
10月２日
晴

あ
き
ら
め
な
い
で

走
り
ぬ
け

今
、
心
を
ひ
と
つ
に

が
ん
ば
る
ば
い
!!
※表紙参照ゴールは目の前。笑顔の３年生 大歓声の玉入れGO GO！

１～３年生の「宇宙でダンス」 力が入る綱引き 一生懸命のリレー

全力で走る２年生 親子対抗リレー 「台風の目」。笑顔の児童

見
事
な
表
現
の
組
体
操

広報かしま2016.11
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嘉
島
幼
稚
園

運 
動 

会
10
月
９
日
、
園
庭

※
表
紙
参
照

　

嘉
島
保
育
園

10
月
８
日
、
新
園
舎
園
庭

※
表
紙
参
照

　

幼
光
保
育
園

10
月
１
日
、
嘉
島
西
小
運
動
場
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嘉
島
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
審
議
会
（
伊
藤

洋
典
会
長
、
16
人
）
は
10
月
５

日
、
役
場
で
開
催
。
平
成
27
年
度

の
「
か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
」
と

「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
ネ
ー
ミ
ン
グ
募

集
、
看
板
設
置
な
ど
を
検
証
、「
お

お
む
ね
有
効
」
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
は
区
長
会
や
商
工
会
な

ど
各
種
団
体
代
表
と
有
識
者
で
構

成
。
政
府
の
地
方
創
生
政
策
に
合

わ
せ
て
昨
年
末
、
２
０
６
０
年
ま

で
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
定
住
促
進

を
柱
と
す
る
政
策
目
標
と
基
本
戦

略
（
２
０
１
５
〜
19
年
度
）
を
策

定
。
毎
年
１
回
、
関
連
事
業
の
検

証
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
事
業
を
検
証

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
審
議
会

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌

日
）・
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

嘉  島  町  民  会  館
熊本地震による被災のため、ホール「アクア」と会議室等は当分の間、利用できません。ご了承ください。

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058

《
11
〜
12
月
の
休
館
日
》

11
月　

14
、
21
、
28
日

12
月　

５
、
12
、
19
、
26
日

※ 

休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

は
利
用
で
き
ま
す
。

☆ 

貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た
め

に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※ 

地
震
被
害
で
、
借
り
て
い
る
本

を
返
せ
な
く
な
っ
た
方
は
、
図

書
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※借出と返却のほか、閲覧、
　学習もできるようになりま
　した。

　熊本市との間で締結した連携中枢都市圏構想に伴う協定書により、嘉島町の皆さんも、
熊本市立図書館をはじめ植木、城南、森都心プラザ、とみあいなどの図書館と同市公民
館図書室を利用できるようになりました。
　各図書館（室）で免許証や保険証など住所とお名前が分かるものを提示、利用カード
を作ってご利用ください。
　ただし、図書の借出と返却は熊本市の図書館・図書室に限られ、熊本市内で借りた本
を嘉島町民会館図書室で返すことはできません。

熊本市の図書館・図書室が利用できます！

おすすめ本
羊と鋼の森
 宮下奈都
校閲ガール
 宮木あや子
朝が来る
 辻村深月
坂の途中の家
 角田光代
真田三代　上・下
 火坂雅志
今日が人生最後の日だと思って
生きなさい 小澤竹俊
ここで土になる
 大西暢夫
人工知能がよ～くわかる本
 神崎洋治
自宅でできるライザップ　食事編
 監修　ＲＩＺＡＰ株式会社

戦国ヒーローズ!! 天下をめざした８人の武将
 奥山景布子・著　暁かおり・絵
おもしろい話が読みたい！青龍編
 楠木誠一郎/作　村田四郎/絵ほか
真夜中の飛行
 リタ・マーフィー作　三辺律子訳
ドードー鳥の小間使い
 柏葉幸子　作　児島なおみ　絵
タネオがきた
 すとうあさえ　作　福田岩緒　絵
おしりたんてい　やみよに  きえる  きょじん
 さく・え　トロル
一休さん
 杉山亮・文　長野ヒデ子・絵
さよなら  ママがおばけになっちゃった！ 

さく・のぶみ
アリとくらすむし
 写真・文　島田たく

　

こ
れ
は
な
ぞ
な
ぞ
の
本
で
す
。

　

問
題
は
２
０
０
０
問
あ
り
ま
す
。

　

か
ん
た
ん
な
も
の
か
ら
む
ず
か

し
い
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

た
ま
に
は
ひ
っ
か
け
問
題
も
あ

り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
問
題
で
す
。

　

リ
コ
ー
ダ
ー
を
ふ
い
た
の
に
音

が
な
ら
な
い
よ
。
な
ん
で
か
な
？

　

答
え
は
こ
の
本
の
１
２
４
ペ
ー

ジ
を
さ
が
し
て
く
だ
さ
い
。

「
な
ぞ
な
ぞ
大
冒
険

２
０
０
０
問
」

平
目
き
ら
り
／
作

西
東
社

嘉島町 まち・ひと・しごと
創生総合戦略審議会

嘉島西小学校４年

北澤 誠人　君
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平成29年度認可保育所等利用申込案内

　平成29年度の認可保育所等の利用申込受付を開始します。平成29年４月から平成30年３月ま
での間に利用を希望される方は、役場町民課又は町内の保育所に備え付けてある利用申込書等
を受付期間内に提出してください。（平成28年11月14日（月）より配布開始します。）
　現在利用中の方や平成28年度利用の申し込みをして待機中の方も、再度お申し込みが必要です。
　また、育児休業明け等の理由で、平成29年度の途中（５月以降）から利用を希望される方も
必ず申し込んでください。（出産予定・転入予定でも申し込みできます。）
　在園児については保育所から申込書を配布しますので、保育所に提出をお願いします。
　詳細については、町ホームページに掲載の「保育所等利用申込案内」をご覧ください。

★受付期間………平成28年11月21日（月）～平成28年12月22日（木）まで（土日祝日は除く。）
★受付場所………役場町民課福祉係
★利用基準……… 保育所を利用できるお子さんは、嘉島町にお住まいで保護者が次のいずれか

に該当することが必要です。
　①就労（就労時間：月48時間以上）
　②妊娠、出産
　③保護者の疾病、障害
　④同居又は長期入院等している親族の介護・看護
　⑤災害復旧
　⑥求職活動（起業準備を含む）
　⑦就学（職業訓練校等における就業訓練を含む）
　⑧虐待やＤＶのおそれがあること
　⑨育児休業取得中に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること
　⑩その他、上記に類する状態にあると町長が認める場合

★保 育 料……… お子さんの年齢と、父母の市町村民税の課税状況に応じて算定します。なお、
父母の収入が著しく低い場合は、同居の家族の中で所得の一番高い方で算定
する場合があります。きょうだい同時利用軽減等の減額措置もあります。

★面　　接……… 新規申し込みの方（現在待機中の方も含む）、あるいは確認事項がある方につ
いてのみ面接を行います。（平成29年２月上旬頃予定）

★そ の 他……… お子さんの心身発育でご心配な点がある方は、申し込み前に町民課福祉係ま
でご相談ください。

【町内認可保育所概要】（平成28年11月1日現在）

保育所名 所在地 電話番号 定員 ０歳 保育時間
（延長保育含む） その他

幼光保育園 鯰1177－4 237-0601 120人 ３ヶ月～ 7：00 ～ 19：00 一時保育あり

嘉島保育園 上島925－1 237-1016 180人 ６ヶ月～ 7：00 ～ 19：00

東部幼光保育園 下六嘉1759 360-6103 90人 ３ヶ月～ 7：00 ～ 19：00

※定員を超える申し込みがあった場合は、選考基準に基づき、保育の必要度が高い順に利用を決定します。

《お問い合わせ先》　町民課福祉係　　☎237-2576（直通）
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か
ら
平
成
28
年
11
月
29
日
（
火
）
ま
で

に
到
来
す
る
全
て
の
国
税
の
申
告
・
納

付
等
の
期
限
が
11
月
30
日
（
水
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

申
告
・
納
付
等
の
必
要
が
あ
る
方
は
、

同
日
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
震
に
よ
る
被
災
等
で
期
限
ま
で
に
手

続
き
が
困
難
な
方
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
東
税
務
署

☎
３
６
９－

５
５
６
６

振
替
納
税
利
用
者
の
納
付
日

　

熊
本
地
震
に
よ
る
被
害
状
況
を
考
慮

し
た
延
長
後
の
振
替
納
付
日
は
次
の
通

り
と
な
り
ま
す
。

▽
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

①
平
成
27
年
分
確
定
申
告
延
納
分

　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
11
月
30
日

②
平
成
28
年
分
予
定
納
税
第
１
期
分
及

び
第
２
期
分　

平
成
28
年
11
月
30
日

▽
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事

業
者
）

①
平
成
27
年
分
確
定
申
告
分

　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
１
月
16
日

②
平
成
28
年
分
中
間
申
告
分
（
複
数
回

あ
る
場
合
は
全
て
）

　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
１
月
16
日

③
課
税
期
間
の
特
例
を
選
択
し
て
い
る

者
（
複
数
回
あ
る
場
合
は
全
て
）

健
康ラ

ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
様
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
月

１
回
（
基
本
第
１
日
曜
日
）、
熊
本
弁

で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ
オ
体
操

と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

し
ま
す
。

　

参
加
費
等
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
下
さ
い
。

○
第
２
回
日
時　

　

12
月
４
日
（
日
）
午
前
８
時

○
場
所

　

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校
運
動
場

　

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

中
学
校
周
辺

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－
０
０
５
８

税
国
税
の
申
告
・
納
付
等

の
期
限
は
11
月
30
日

　

熊
本
地
震
に
よ
る
被
害
状
況
を
考
慮

し
、
国
税
の
申
告
、
納
付
等
の
期
限
を

延
長
し
て
い
ま
し
た
が
、
嘉
島
町
に
納

税
地
が
あ
る
納
税
者
の
方
は
４
月
14
日

　

 

嘉
島
町
の
成
人
式
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

○
日
時

　

１
月
８
日
（
日
）　

11
時
開
式

○
場
所

　

町
民
会
館
ホ
ー
ル
「
ア
ク
ア
」

○
内
容

　

式
典
及
び
記
念
写
真
撮
影

○
対
象
者

　

町
内
居
住
及
び
嘉
島
町
出
身
の
方

※
嘉
島
町
に
住
民
票
が
な
い
方
は
、

事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

嘉
島
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
５
８

平成29年嘉島町成人式

　

嘉
島
町
は
町
内
事
業
所
の
求
人
情

報
を
提
供
す
る
「
雇
用
・
就
業
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
の
取
り
組
み
の
一
環
で
、

新
た
な
雇
用
確
保
に
よ
る
地
域
経
済

の
活
性
化
が
目
的
で
す
。

○
11
月
の
新
た
な
求
人
情
報

• 

㈱
こ
ざ
き
熊
本
営
業
本
部

　

 （
上
仲
間
３
９
４-

６　

☎
３
５
２-

５
２
９
１
）
正
社
員
募
集

　

詳
し
く
は
嘉
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow

n.kashim
a.

kum
am

oto.jp

）
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
事
業
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
右
記
以

外
の
求
人
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
求
人
情
報
の
掲
載
を
ご
希
望
の
事

業
所
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
４
１

嘉
島
町
内
の
求
人
情
報

雇 

用

　
　
　

マ
ッ
チ
ン
グ

就 

業
〜
自
分
の
町
で
働
き
ま
せ
ん
か
〜
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険
料
を
納
付
し
た
方
に
は
、
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
ら
れ
ま
す
。
申
告
書
提
出
の
際
に

は
必
ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
た
方
へ
は
、
29

年
２
月
上
旬
に
送
ら
れ
ま
す
。

　
「
控
除
証
明
書
」
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示

さ
れ
て
い
る
番
号
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

子
育
て

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

の
災
害
特
例
措
置

　

高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学
す

る
子
ど
も
の
い
る
家
庭
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
（
子
ど
も
１
人
に
つ

き
３
５
０
万
円
以
内
、
返
済
期
間
は
15

年
以
内
）
で
す
。

　

熊
本
県
内
に
住
み
、
熊
本
地
震
に
よ

る
被
災
で
、
住
居
が
全
壊
、
流
失
、
半

壊
又
は
床
上
浸
水
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準

じ
る
被
害
を
受
け
罹
災
証
明
書
等
を
市

町
村
等
か
ら
受
け
て
い
る
方
が
対
象
で

　
　
　
　
　

平
成
29
年
１
月
16
日

※
地
震
に
よ
る
被
災
等
で
期
限
ま
で
に

申
告
・
納
付
等
の
手
続
き
が
困
難
な
方

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
東
税
務
署

☎
３
６
９－

５
５
６
６

町
税
の
申
告
、
納
付
等
の

延
長
期
限
は
11
月
30
日

　

熊
本
地
震
に
よ
る
被
害
状
況
を
考
慮

し
、
町
税
の
申
告
、
納
付
等
の
期
限
を

延
長
し
て
い
ま
し
た
が
、
国
税
に
関
す

る
納
付
等
の
延
長
期
限
が
指
定
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
法
人
の
町
民
税
及
び
町

た
ば
こ
税
に
つ
い
て
も
国
と
同
日
付
け

で
延
長
期
限
の
指
定
を
行
い
ま
し
た
。

○
指
定
期
日　

　

平
成
28
年
４
月
14
日
か
ら
11
月
29
日

ま
で
に
到
来
す
る
も
の
（
申
告
、
納
付

等
）
に
つ
い
て
は
、
11
月
30
日
を
期
限

と
す
る
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

固
定
資
産
税(

償
却
資
産)

の

減
免
申
請
は
12
月
26
日
ま
で

　

熊
本
地
震
に
よ
る
被
害
状
況
を
考
慮

し
、
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
の
減

免
申
請
期
限
を
10
月
14
日
（
金
）
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
12
月
26
日
（
月
）
ま

で
延
長
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

滅
失
届
（
家
屋
解
体
）
は

12
月
末
ま
で
に

　

年
内
に
解
体
し
た
家
屋
は
12
月
末
ま

で
に
滅
失
の
届
出
が
必
要
で
す
。
届
出

が
な
い
場
合
は
来
年
度
の
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

※
災
害
に
よ
り
建
設
課
に
解
体
の
申
請

を
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
は
届
出
不
要

で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－
２
６
３
９

年
末
調
整
説
明
会

　

給
与
支
払
者
を
対
象
に
、
次
の
日
程

で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
21
日（
月
）・
22
日（
火
）

10
時
半
〜
12
時
半
又
は
14
時
〜
16
時

○
対
象
者　

・
21
日
は
甲
佐
町
、
御
船
町
、
嘉
島
町
、

山
都
町
の
方

・
22
日
は
益
城
町
の
方

○
場
所　

熊
本
県
市
町
村
自
治
会
館

（
熊
本
市
東
区
健
軍
２－

４－

10
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
東
税
務
署
法
人
課
税
１
部
門

☎
３
６
９－

５
５
６
６

　
　
　
　
　
　
　

   

（
内
線
３
３
５
２
）

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び

地
方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金

な
ど
の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と

同
様
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ

の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
28
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保

険
料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や

追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、

配
偶
者
や
ご
家
族
（
お
子
様
等
）
の
国

民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、

そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

控
除
を
受
け
る
に
は
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
、
領
収
証
書
な
ど
保

険
料
支
払
い
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付

が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
28
年
１
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
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が
あ
る
、
服
や
体
が
い
つ
も
汚
れ
て
い

る
な
ど
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子

ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
、
ご
自
身
が
出

産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
、
子
育
て

に
悩
む
親
が
い
た
と
き
、
た
め
ら
わ
ず

に
児
童
相
談
所
や
役
場
の
窓
口
に
連
絡

し
て
下
さ
い
。
あ
な
た
の
１
本
の
お
電

話
で
救
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
１い

ち

８は
や

９く

（
24
時
間
つ
な
が
り
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

人
権
相
談

12
月
２
日
無
料
人
権
相
談
所

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
相
談
相

手
で
す
。
常
設
相
談
所
又
は
特
設
相
談

所
で
、
面
談
又
は
電
話
に
よ
る
人
権
相

談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
国
民
一
人
ひ
と

り
の
人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

被
害
者
か
ら
「
人
権
を
侵
害
さ
れ

た
」
と
い
う
申
告
が
あ
っ
た
場
合
は
、

法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
、
人
権
侵

犯
事
件
の
調
査
・
処
理
に
携
わ
り
、
当

事
者
の
利
害
・
主
張
の
調
整
を
行
う
な

ど
、
事
案
の
円
満
な
解
決
を
図
り
ま
す
。

○
嘉
島
町
の
人
権
擁
護
委
員

・
服
部
秀
月
委
員　

下
仲
間
１
２
９
６

す
。

　

金
利
引
き
下
げ
や
返
済
期
間
の
延
長

（
18
年
以
内
）
な
ど
の
「
災
害
特
例
措

置
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
日

本
公
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
５
７
０－
０
０
８
６
５
６

幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

11
月
17
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

幼
光
保
育
園　

　
　
　
（
本
園
舎
及
び
第
２
園
舎
）

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　

幼
光
保
育
園

☎
２
３
７－

０
６
０
１

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
子
ど
も
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
る
様
々
な
事
件
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。「
地
域
の
子
ど
も
を
地
域
で

守
る
」
こ
れ
が
最
近
の
社
会
で
は
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
で
も
年
間
数
件
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
決
し
て
他
人
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か

ら
守
り
、
社
会
か
ら
虐
待
を
な
く
す
に

は
何
が
で
き
る
か
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

児
童
虐
待
と
は

○
身
体
的
虐
待　

殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や

け
ど
を
負
わ
せ
る
、
戸
外
に
長
時
間
閉

め
出
す
な
ど

○
心
理
的
虐
待　

言
葉
に
よ
る
お
ど
し
、

無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱

い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し

て
暴
力
を
ふ
る
う
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

○
放
置
や
養
育
拒
否
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
車
の
中
に

放
置
す
る
、
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に

連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

○
性
的
虐
待　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ

フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

《
虐
待
か
も
？
と
思
っ
た
ら
通
告
す

る
！
が
国
民
の
義
務
で
す
》

　

不
自
然
な
傷
跡
や
打
撲
に
よ
る
ア
ザ

・
飯
田
鋭
之
委
員　

上
島
２
６
８
８－

１

・
福
本
美
敏
委
員　

上
島
１
７
６－

１

・ 

牛
嶋
た
け
子
委
員　

北
甘
木
２
１

２
４－

１

○
無
料
人
権
相
談
所　

・
日
時　

12
月
２
日
（
金
）

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

・
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

○
常
設
の
相
談
窓
口

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０－

０
０
３－

１
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０－

０
０
７－

１
１
０

・
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０－

０
７
０－

８
１
０

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

○
実
施
期
間

　

11
月
14
日
（
月
）
〜
20
日
（
日
）

○
受
付
時
間

　

11
月
14
日
（
月
）
〜
18
日
（
金
）

　
　

８
時
半
〜
19
時

　

11
月
19
日
（
土
）
〜
20
日
（
日
）

　
　

10
時
〜
17
時

○
相
談
方
法　

電
話
相
談

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

専
用
電
話
番
号
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（
公
財
）
熊
本
県
農
業
公
社

　
　

新
規
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
８
５－

２
６
７
９

最
低
賃
金

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
熊
本
県
最

低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
時
間
額　

７
１
５
円

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て
の

事
業
所
、
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　
　
　
　

☎
３
５
５－

３
２
０
２

最
低
賃
金
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ

無
料
相
談

　

最
低
賃
金
引
上
げ
に
対
応
し
た
賃
金

引
上
げ
に
取
り
組
む
中
小
企
業
の
支
援

と
し
て
、
経
営
面
と
労
働
面
の
相
談
を

ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る
無
料

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
ご
要
望
に
よ
り

専
門
家
の
事
業
場
へ
の
派
遣
も
行
っ
て

い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
最
低
賃
金

　
　
　

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
２
４－

１
１
２
４

　

０
５
７
０－

０
７
０－

８
１
０

○
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

○
相
談
内
容　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
職
場
等
に
お
け
る

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
女

性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題

○
そ
の
他　

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

な
お
、
熊
本
地
方
法
務
局
は
開
庁
日

の
８
時
半
か
ら
17
時
15
分
ま
で
、
常
時
、

同
じ
専
用
電
話
番
号
で
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
３
６
４－

２
１
４
５

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

11
月
16
日
（
水
）　

弁
護
士

　

12
月
21
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
契
約
問
題
、
商

品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
徳
商
法

な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２－
１
１
１
１

　

 （
※
熊
本
地
震
の
た
め
、
御
船
町
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

労
使
紛
争
解
決
の
お
手
伝
い

「
あ
っ
せ
ん
」
の
ご
利
用
を

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
は
、
解
雇
や
労

働
条
件
の
変
更
そ
の
他
労
働
者
と
事
業

主
と
の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
手
続
は
簡
単
で
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
、
費
用
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

　

正
規
社
員
に
限
ら
ず
、
パ
ー
ト
従
業

員
や
派
遣
社
員
、
契
約
社
員
の
方
な
ど

も
利
用
で
き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
３
３
３－

２
７
５
３

熊
本
県
新
規
就
農
・

就
業
相
談
会
＆
体
験
報
告
会

　

新
規
就
農
希
望
者
を
対
象
に
、
熊
本

県
新
規
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
・
県
・
県

認
定
研
修
機
関
・
農
業
法
人
等
が
就
農

に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
23
日　

　
　
　
　

10
時
半
〜
16
時

○
場
所　

Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
会
議
室

○
参
加
費　

無
料

○
事
前
申
込　

不
要

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
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障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
生
募
集
（
受
講
料
無
料
）

《
オ
フ
ィ
ス
パ
ソ
コ
ン
科
》

○
受
講
対
象
障
が
い

　

身
体
障
が
い
の
う
ち
下
肢
障
が
い
・

内
部
障
が
い
、
精
神
障
が
い
、
発
達
障

が
い
、
難
病
、
高
次
脳
障
が
い

○
定
員　

５
名

○
内
容　

　

 

Ｉ
Ｔ
社
会
に
対
応
で
き
る
パ
ソ
コ
ン

の
技
能
習
得
と
実
務
的
な
活
用
を
習

得
し
早
期
就
職
を
目
標
と
し
ま
す

○
募
集
期
間　

　

11
月
30
日
（
水
）
ま
で

○
訓
練
期
間

　

平
成
29
年
１
月
６
日
（
金
）

　

〜
３
月
24
日
（
金
）

○
経
費

　

テ
キ
ス
ト
代　

　

８
４
０
０
円
（
税
抜
き
）
程
度

○
訓
練
場
所

　

有
限
会
社　

ア
ト
ム
開
発

　
　

熊
本
市
南
区
江
越
２－

16－

14

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

お
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

ま
た
は
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－

０
１
２
１

平
成
29
年
度
職
業
訓
練
生
募
集

　

販
売
実
務
科
は
、
就
職
を
目
指
す
知

生
徒
・
訓
練
生
募
集

宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校

生
徒
募
集

○
募
集
人
員　

30
名

○
応
募
資
格　

中
学
卒
以
上
（
平
成
29

年
３
月
中
学
・
高
校
卒
業
見
込
み
の
方

を
含
む
。
男
女
・
年
齢
不
問
）

○
修
業
年
限　

２
カ
年

○
出
願
書
類　

入
学
願
書
・
受
験
票

（
本
校
所
定
の
も
の
）、
調
査
書
・
卒
業

証
明
書
（
最
終
卒
業
学
校
の
も
の
）

○
受
験
料

　

１
５
，０
０
０
円
（
出
願
時
に
納
入
）

○
願
書
受
付

　

12
月
５
日
（
月
）
〜
12
月
26
日
（
月
）

○
試
験
日
時　

１
月
７
日
（
土
）

　

・
受
付　

　
　

９
時
〜

　

・
学
科
試
験　

９
時
半
〜

　

・
面
接
試
験　

13
時
半
〜

○
試
験
会
場

　

下
益
城
郡
医
師
会
館
２
階
大
ホ
ー
ル

　
（
宇
城
市
松
橋
町
松
橋
３
５
１
）

○
試
験
科
目

　

①
筆
記
試
験　

　
　

国
語
・
数
学
（
中
学
卒
程
度
）

　

②
面
接

○
合
格
発
表　

１
月
13
日
（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

宇
城
看
護
高
等
専
修
学
校

　
　

☎
０
９
６
４－

３
３－

７
４
７
４

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

◆
推
薦

○ 

資
格　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）、

17
歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会

活
動
等
に
顕
著
な
実
績
を
収
め
学
校

長
が
推
薦
で
き
る
者

○
受
付
期
間　

12
月
２
日
（
金
）
ま
で

○
試
験
期
日

　

 

平
成
29
年
１
月
７
日
（
土
）
〜
９
日

（
月
）
の
い
ず
れ
か
１
日

○
合
格
発
表　

１
月
18
日
（
水
）

○
入
（
校
）
隊　

４
月
上
旬

◆
一
般

○ 

資
格　

男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）、

17
歳
未
満
の
者

○
受
付
期
間

　

平
成
29
年
１
月
６
日
（
金
）
ま
で

○
試
験
期
日　

　

１
次
：
１
月
21
日
（
土
）

　

２
次
：
２
月
２
日（
木
）〜
５
日（
日
）

○
合
格
発
表

　

１
次
：
１
月
27
日
（
金
）

　

最
終
：
２
月
17
日
（
金
）

○
入
（
校
）
隊　

４
月
上
旬

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

自
衛
隊
宇
城
募
集
案
内
所

　
　

☎
０
９
６
４－

２
３－

２
０
４
７

的
障
が
い
の
あ
る
方
に
対
し
て
職
業
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
応
募
受
付
期
間

・
第
１
回
選
考　

12
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
１
月
13
日
（
金
）

・
第
２
回
選
考　

１
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
２
月
24
日
（
金
）

○
試
験
日

・
第
１
回　

１
月
23
日
（
月
）

・
第
２
回　

３
月
３
日
（
金
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
８－

０
１
２
１

イ
ベ
ン
ト

男
女
共
同
参
画
を
考
え
よ
う
！

第
５
回
上
益
城
大
会
in
や
ま
と

○
日
時　

12
月
４
日
（
日
）
13
時
半
〜

○
場
所

　

山
都
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
千
寿
苑

○
基
調
講
演

・ 

講
師　

人
吉
市
有
限
会
社
ひ
ま
わ

り
亭
代
表
取
締
役　

本
田
節

・
演
題

　
「
地
域
づ
く
り
に
女
性
の
声
を
」

○
入
場
料　

無
料

　

事
前
申
し
込
み
は
不
要
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
お

友
達
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越

し
下
さ
い
。
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【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

山
都
町
健
康
福
祉
課

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

１
２
９
９

　
　

上
益
城
地
域
振
興
局
総
務
振
興
課

☎
２
８
２－

３
０
４
４

熊
本
県
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
啓
発

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６

○
日
時　

11
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
半
〜
16
時
40
分

○
場
所　

熊
本
テ
ル
サ

○ 

申
込
方
法　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

の
参
加
申
込
書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
３
３
３－

２
２
１
０

生
物
多
様
性
く
ま
も
と
セ
ミ
ナ
ー

　

生
物
多
様
性
に
関
す
る
学
習
や
自
然

観
察
を
通
し
て
、
自
然
環
境
の
保
全
に

つ
い
て
考
え
る
講
座
で
す
。　

　

募
集
案
内
や
申
込
書
様
式
は
熊
本
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
開
催
日　

11
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　

12
月
10
日
（
土
）

○
会
場　

熊
本
県
立
大
学

　
　
　
　

県
林
業
研
究
指
導
所

○
募
集
締
切　

11
月
23
日
（
水
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
自
然
保
護
課

☎
３
３
３－

２
２
７
４

熊
本
矯
正
展

○
日
時

　

11
月
12
日
（
土
）
９
時
〜
16
時

　

11
月
13
日
（
日
）
９
時
〜
15
時

○
場
所　

熊
本
刑
務
所
構
内

（
熊
本
市
中
央
区
渡
鹿
７－

12－

１
）

○
入
場
料　

無
料

○ 

主
な
内
容　

▽
刑
務
所
内
見
学
▽
矯

正
広
報
パ
ネ
ル
展
示
▽
性
格
検
査
▽

全
国
の
刑
務
所
作
業
製
品
販
売
▽
バ

ザ
ー
▽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
刑
務
所　

処
遇
部
企
画
部
門

☎
３
６
２－

３
５
１
３

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
便
利
な

も
の
が
あ
ふ
れ
、
生
活
は
豊
か
に
な

り
ま
し
た
が
、「
誤
使
用
や
不
注
意
」

な
ど
が
原
因
で
起
き
た
製
品
事
故
の

事
例
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
魚
焼
き
グ
リ
ル
か
ら
の
出
火

　

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
魚
焼
き
グ
リ
ル
か

ら
出
火
し
た
事
例
。
原
因
は
グ
リ
ル

内
の
魚
の
脂
な
ど
の
汚
れ
へ
の
引
火

で
、
日
々
の
手
入
れ
が
必
要
で
す
。

　
○
電
磁
調
理
器
に
お
け
る
出
火

　

温
度
セ
ン
サ
ー
付
き
電
磁
調
理
器

（
い
わ
ゆ
る
Ｉ
Ｈ
調
理
器
）
を
使
用

中
の
天
ぷ
ら
油
火
災
の
事
例
。
鍋
底

が
平
ら
で
な
か
っ
た
り
、
油
の
量
が

少
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
温
度

セ
ン
サ
ー
が
働
か
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。セ
ン
サ
ー
が
付
い
て
い
て
も
、

天
ぷ
ら
調
理
中
は
絶
対
に
そ
ば
を
離

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
電
子
レ
ン
ジ
で
の
事
故

　

使
用
中
の
電
子
レ
ン
ジ
か
ら
異
臭

が
し
、
扉
の
一
部
が
こ
げ
た
事
例
。

レ
ン
ジ
内
に
食
べ
物
の
汚
れ
が
付
着

し
て
い
た
た
め
、
汚
れ
に
電
波
が
集

見
守
り
新
鮮

情
報
11
月
号

《 

製
品
事
故
か
ら
身
を
守
る
》

中
し
て
炭
化
、
発
火
し
ま
し
た
。

○
携
帯
電
話
の
充
電
器
の
発
火

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ

タ
ー
の
コ
ネ
ク
タ
ー
部
（
先
端
）
が

こ
げ
た
事
例
。
コ
ネ
ク
タ
ー
に
無
理

な
力
を
加
え
て
抜
き
差
し
し
て
い
た

た
め
に
コ
ネ
ク
タ
ー
内
部
が
変
形

し
、
シ
ョ
ー
ト
し
ま
し
た
。

○
配
線
器
具
か
ら
の
出
火

・
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
現
象
〜
差
し
込

ま
れ
た
プ
ラ
グ
周
辺
に
綿
ぼ
こ
り
や

湿
気
・
液
体
な
ど
が
付
着
し
て
電
流

が
流
れ
、
プ
ラ
グ
付
近
か
ら
出
火
。

・
シ
ョ
ー
ト
〜
電
気
コ
ー
ド
を
家

具
で
踏
み
つ
け
る
、
束
ね
て
使
用
す

る
、
自
己
修
理
す
る
な
ど
に
よ
り
、

コ
ー
ド
か
ら
火
花
が
出
て
出
火
。

　
　
　
　

　

今
回
取
り
上
げ
た
事
例
は
、
私
た

ち
の
身
の
回
り
で
も
起
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
特
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ひ

と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

（
15
㌻
参
照
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

〜
県
内
で
交
通
死
亡
事
故
多
発
中
〜

　

県
内
で
は
、
10
月
12
日
か
ら
19
日

ま
で
の
8
日
間
で
5
件
の
交
通
死
亡

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
特
徴
は
、

①
夜
間
に
発
生
し
て
い
る
（
５
件
中

４
件
）、
②
自
転
車
・
歩
行
者
が
は
ね

ら
れ
て
い
る
（
５
件
中
４
件
）、
と
い

う
状
況
で
す
。
反
射
材
の
活
用
、
前

照
灯
の
早
め
点
灯
と
上
向
き
点
灯
を

お
願
い
し
ま
す
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）平成 28 年９月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H28.9 4 71 0 0 4 1 0 1

H28 累計 56 522 4 1 20 8 0 9

前年比 +6 +25 +1 ± 0 -6 +3 -3 ± 0

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H28.9 12 223 0 0 5 3 1 3

H28 累計 160 1848 17 2 28 20 2 20

前年比 -6 +221 +8 ± 0 -8 +2 -6 -3

〔発行者〕御船警察署・御船地区防犯協会連合会（☎ 282 － 1110　内線 261 ～ 264）

～みんなでつくろう
　　安全・安心の街～

11 月 の納税等 12 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }⑦　期介護保険料
保育所利用料…………11月分
下水道使用料…………10月分

納期限日（口座振替日）
　　平成28年11月30日（水）

固定資産税………………④　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑧　期介護保険料
保育所利用料………… 12月分
下水道使用料………… 11月分
納期限日（口座振替日）
　　平成28年12月26日（月）

毎月第２・第４水曜日
午後６時～午後８時

11月24日
（23日祝日のため）

12月14日
町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

電話の内容を振り込む前に
もう一度チェック！

家族や警察官などになりすます 税金の還付などと偽りお金をだまし取る

　家族の一員や警察官、弁護士などになりすまし、交
通事故や借金、痴漢行為などのトラブル処理のために
現金を振り込むよう要求するものです。

□　『携帯電話の番号が変わった』と言われた
□ 　子供や孫からの電話で、『どうしてもお金が必要』
と頼まれた（使い込み、保証人、交通事故など）

□ 　『金融機関等で振り込む理由を聞かれたら、こう
答えて』と頼まれた（結婚式の費用、車の購入代金
など）

□　『お金が戻ってくる』と言われた
□ 　役所などからの電話で、『ATMで手続きをする』
と言われた
□ 　ATMコーナーに着いたら電話するように言われ
た
※ 社会保険庁、税務署などからATMであなたの口座
にお金が振り込まれることはありません

　社会保険庁や税務署などの職員を装い、年金や税金
の過払い分を返還するなどと偽って、コンビニや金融
機関のATMに誘い出し、ATMを指示に従って操作
するよう要求するものです。

オレオレ詐欺 還付金等詐欺

★留守番電話大作戦！
　在宅時でも留守番電話にしておけば、振り込め詐欺の犯人と話をしなくてすむため、被害に遭わず安心です！
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人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その294〕

日本国憲法制定以降（戦後）には、
どのような歴史があったのですか？

同和問題を知っていますか

○
水
俣
病
に
つ
い
て
正
し
く
学
び
ま

し
ょ
う
！

　

今
な
お
、
多
く
の
人
が
健
康
被
害

に
苦
し
ん
で
い
る
だ
け
で
な
く
、

｢

水
俣｣

と
い
う
だ
け
で
特
別
な
目
で

見
ら
れ
、
県
外
で
水
俣
出
身
と
話
せ

な
い
な
ど
、
水
俣
病
被
害
者
あ
る
い

は
水
俣
病
発
生
地
域
に
対
す
る
偏
見

や
差
別
の
問
題
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
偏
見
や
差
別
の
解
消
の

た
め
に
は
、
こ
の
問
題
を
自
分
自
身

の
問
題
と
受
け
止
め
、
命
や
健
康
、

環
境
の
大
切
さ
を
日
頃
か
ら
深
く
認

識
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
水
俣
病
と
は
？

　

工
場
排
水
中
の
メ
チ
ル
水
銀
に
汚

染
さ
れ
た
魚
介
類
を
、
長
い
間
た
く

さ
ん
食
べ
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て

発
生
し
た
中
毒
症
の
こ
と
で
す
。
伝

染
病
・
遺
伝
病
・
風
土
病
等
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

主
な
症
状
と
し
て
、
両
手
足
の
感

覚
障
が
い
や
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
、

運
動
失
調
等
が
あ
り
ま
す
。

○
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

・
病
気
や
地
域
に
対
し
て
の
偏
見
や

差
別

　

水
俣
病
の
原
因
が
ま
だ
は
っ
き
り

し
な
か
っ
た
頃
、
病
気
が
伝
染
す
る

と
誤
解
さ
れ
、
患
者
や
そ
の
家
族
は

地
域
の
付
き
合
い
を
断
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
俣
地
域
は
、
原
因
企
業

に
経
済
的
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た

た
め
、
患
者
や
そ
の
家
族
が
原
因
企

業
と
対
立
す
る
も
の
と
し
て
差
別
や

抑
圧
・
忌
避
を
受
け
た
り
、
患
者
が

受
け
る
補
償
金
が
中
傷
や
ね
た
み
を

招
い
た
り
な
ど
、
地
域
住
民
の
絆
が

損
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
外
で
は
、
水
俣
出
身
で
あ
る

と
い
う
だ
け
で
結
婚
や
就
職
差
別
が

起
き
、
地
域
全
体
を
苦
し
め
ま
し
た
。

　

現
在
で
も
、
地
域
の
住
民
に
対
す

る
差
別
発
言
や
中
傷
電
話
が
あ
る
な

ど
、
被
害
者
や
地
域
に
対
す
る
偏
見

は
解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
か
？ 

　

熊
本
県
は
、
▼
環
境
の
復
元
▼
水

俣
病
被
害
者
の
救
済
及
び
水
俣
病
問

題
の
解
決
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

制
定
▼
水
俣
に
学
ぶ
肥
後
っ
子
教
室

を
、
県
内
全
て
の
公
立
学
校
５
年
生

を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課
啓
発
資
料
よ
り
）

地域改善対策協議会意見具申
　総理府（当時）に置かれた地域改善対策協議会は、
平成８年（1996）年５月に「同和問題の早期解決に
向けた今後の方策の基本的な在り方について」を政府
に提出しました。
　21世紀を「人権の世紀」であると位置づけた、こ
の意見具申では、これまでの特別対策により生活環境
をはじめとする物的面での格差は大きく改善されまし
たが、「今後の主要な課題は、依然として存在してい
る差別意識の解消、人権侵害による被害の救済等の対
応、教育、就労、産業等の面でなお存在している較差
の是正、差別意識を生む新たな要因を克服するための
施策の適正化である」と提言しました。
　また、「今後、差別意識の解消を図るに当たっては、
これまでの同和教育や啓発活動の中で積み上げられて
きた成果とこれまでの手法への評価を踏まえ、すべて
の人の基本的人権を尊重していくための人権教育、人
権啓発として発展的に再構築すべき」と提言しました。
　これを受け、特定事業は平成14（2002）年３月
31日までに完了させ、その後は既存の一般対策によ
り対応することになりました。

今後の重点施策の方向
●差別意識の解消に向けた教育及び啓発の推進

●人権侵害による被害の救済等の対応の充実強化
●地域改善対策特定事業の一般対策への円滑な移行

人権擁護推進審議会答申
　地域改善対策協議会意見具申を受けて、人権の擁護
に関する施策の推進について国の責務を明らかにし、
必要な体制を整備するため、平成９（1997）年に
「人権擁護施策推進法」（５年の限時法）が施行され、
それに基づき、国内初となる人権全般についての審議
を行う機関「人権擁護推進審議会」が法務省に設置さ
れました。
　同審議会は、平成11（1999）年７月に「人権教
育及び啓発に関する施策の総合的な推進に関する基本
的事項について」の答申を出し、それを受けて、平成
12（2000）年「人権教育及び人権啓発の推進に関
する法律」が施行され、その第７条の規定に基づき、
国において「人権教育・啓発に関する基本計画」が策
定されました。
　また、同審議会は、平成 13（2001）年５月に
「人権救済制度の在り方について」、同年 12月には
「人権擁護委員制度の改革について」の答申を出しま
した。これを受けて、政府は新しい人権侵害の被害者
救済制度の策定に向けて検討しています。

（熊本県人権啓発資料より）

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
⑦

「
水
俣
病
を
め
ぐ
る
人
権
」

　

ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
く
だ
さ
い
…

　

ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
く
だ
さ
い
…
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って

食育推進シリーズ

白菜と大豆のクリームスープ

らっきょう酢で簡単☆野菜のピクルス

〈材料〉 （2人分）

白菜 100g

玉ねぎ   30g

にんじん   14g

ベーコン     8g

しめじ   14g

ゆで大豆   30g

バター     8g

小麦粉     4g

牛乳 130g

水   60g

味噌   12g

こしょう 少々

〈材料〉 （2人分）
きゅうり 好きな分だけ

大根 好きな分だけ

にんじん 好きな分だけ

らっきょう酢 野菜が浸る量

ローリエ 1 ～ 2枚

お好みで　　　　
ブラックペッパー 少々

〈作り方〉

① 　白菜の葉は 3cm、芯は 1,5cm長さに切る。玉ねぎ

は薄くスライスし、にんじんは千切りにする。ベーコ

ンは 5mm長さに切る。しめじは小房に分けておく。

②　鍋にバターを溶かして、①の白菜の葉以外を炒める。

③ 　小麦粉を②に加え、焦がさないように炒め、水を少

しずつ加える。

④ 　野菜が柔らかくなったら、白菜の葉と茹で大豆を入

れ、煮立ったら味噌を入れ、牛乳を加え、こしょうを

ふる。

（エネルギー 153kcal、たんぱく質 8.6g、脂質 9.1g、

食塩相当量 1.0g）

〈作り方〉
① 　きゅうり・大根を 5～ 6cmの長さの拍子切りにし、

にんじんはピーラーで好みの量を削ぐ。

② 　タッパーに①の野菜を入れて、らっきょう酢を浸し、

ローリエも入れます。

③ 　好みでブラックペッパーや鷹の爪を漬けてもおいし

いです。

半日～ 1日、冷蔵庫で浸しておくとポリポリ感を残しな

がら、味がしみて食べやすくなります。

嘉島町食生活改善推進員協議会

今夜のおかずにもう一品今夜のおかずにもう一品☝

他に、玉ねぎ、パプリカ、ミニトマト（ヘ
タを取り、くぼみに爪楊枝を刺して穴を開
けるとらっきょう酢が入りやすくなる）な
どもおいしくいただけます。好みで針しょ
うがを加えてみてください。また、ごま油
を落とすと中華風になります。
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What sports do you do?
　Over the past few weeks, I've had the opportunity to visit 
Kashima Junior High School's Sports Festival, as well as 
the Sports Festivals of Higashi Elementary School and 
Kashima's public Kindergarten. The schools that I visited 
united their hearts together through physical activity 
during the sports festival, after many weeks of preparation.
　In Canada, while there are sports clubs that students can 
join, I was reminded that there is simply no school event 
in which all students in a school participate together. I 
was able to appreciate the fact that Sports Festivals as 
they are known in Japan are really quite unique, and 
represent an underlying value for physical health in 
Japanese society.
　Since coming to Japan, I have been asked many times 
by students and colleagues the question "What sports do 
you do?" I was taken aback by the question. Actually 
since leaving middle school, I have not done any sports 
at all--where I am from, physical education is not a required 
subject past the age of 14, and since then I have not done 
any sports at all.
　During this month's sports festivals, I participated in the 
bread-eating relay and even the tug-of-war. I realized 
what a waste it had been that I neglected any physical

activity for so long. I would like to thank the students and teachers of Kashima for inspiring me 
with their display of passion and commitment. If you have any suggestions for sports I can do, please 
let me know!!

どぎゃんスポーツすっと？
　この数週間において、私は嘉島中学校の体育大
会、嘉島東小学校と嘉島幼稚園の運動会を見に行
く機会がありました。その嘉島町の学校の運動会
や体育大会で、児童や生徒さんたちが、何週間も
の練習をし、スポーツを通じて心を一つに頑張る
姿を見ました。
　カナダでは、スポーツクラブの活動は一応あり
ますが、日本のように児童・生徒全員が参加する
体育行事がないことを改めて感じました。また、
日本の運動会を見て、スポーツを通じての結びつ
きや体力づくりへの取組の大切さがわかりました。
　来日後、「何のスポーツをしますか？」という
質問を生徒や同僚に何回も聞かれました。私はそ

のことに、少し驚きました。実際、私は、中学校
卒業後スポーツをしたことがありません。スポー
ツが嫌いだったというより、私が住んでいたトロ
ントでは、14 歳で体育の授業は必須ではないため、
何のスポーツもしていませんでした。
　私が参加した嘉島町の運動会では、パン食いリ
レーや綱引きにも参加しました。そして私は、こ
れまで何のスポーツもしてこなかったことがいか
にもったいなかったかに気づきました。運動会で
の児童・生徒や先生方の様子を見て、その団結力
と情熱に私も胸が熱くなりました。本当にありが
とうございました。これからも、何かオススメの
スポーツがあれば、私にもぜひ教えてください！

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

嘉島東小の運動会で、児童といっしょにフォーク
ダンスを踊る
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流
れ
く
る
風
の
涼
し
く
湯
あ
が
り
に
し
ば
し
佇

た
た
ず

む
長
月
の
夜 

大
塚
シ
ズ
子

祖
父
が
よ
く
使
っ
た
ル
ー
ペ
我
も
ま
た
形
見
の
そ
れ
使
い
見
て
お
り 

川
原　

涼
子

苦
瓜
の
棚
を
外
れ
た
蔓
一
つ
隣
の
茄
子
へ
の
ぼ
り
始
め
つ 

北
澤
喜
美
子

こ
す
れ
た
る
音
が
聞
こ
え
る
震
災
に
割
れ
し
瓦
を
捨
て
に
い
く
時 

工
藤　

明
子

花
火
の
音
に
誘
わ
れ
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
驚
く
眼ま

な
か
ひ交
の
華 

栗
﨑　

房
子

日
本
海
に
ミ
サ
イ
ル
の
三
本
打
ち
込
ま
る
キ
ム
ジ
ョ
ン
ウ
ン
の
下
顎
の
笑
み 

栗
﨑　

廉
子

川
土
手
に
蕾
出
に
け
る
彼
岸
花
習
字
の
ふ
で
の
穂
先
の
よ
う
な 

境　
　

益
代

浦
島
草
花
の
紅
や
や
褪あ

せ
て
夏
の
盛
り
を
う
な
だ
れ
て
咲
く 

榊
原
レ
イ
子

お
か
あ
さ
ん
向
き
の
ビ
ー
ル
を
見
つ
け
た
と
嫁
の
買
ひ
来
る
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ 

津
出
ト
ヨ
子

彼
岸
花
い
つ
も
の
畦
に
咲
き
並
ぶ
墓
石
は
地
震
に
倒
れ
た
る
ま
ま 

冨
永　

照
代

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
重
ね
震
災
の
復
興
を
願
う
花
火
が
開
く 

橋
本
ユ
キ
子

あ
の
日
の
揺
れ
の
瘡き

ず

を
残
し
て
道
の
あ
り
大
豆
畑
の
広
が
る
中
に 

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

坂田　明星 さん
（嘉島西小学校３年）

津出　洋子 さん（北甘木）

宮
田　

フ
ミ
コ 

さ
ん
（
上
島
）
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稲
刈
り
が
終
わ
り
ま
し
た
。
今
年
は
地
震
に
よ

る
被
災
と
混
乱
の
中
で
の
田
植
え
、
６
月
の
豪
雨
、

秋
の
度
重
な
る
台
風
接
近
と
厳
し
い
状
況
の
中
、

無
事
に
収
穫
で
き
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

　

県
町
村
会
長
と
し
て
10
月
ま
で
に
震
災
支
援
で

お
世
話
に
な
っ
た
三
重
や
北
海
道
な
ど
12
の
道
県

に
お
礼
に
伺
い
ま
し
た
。
ど
こ
も
震
災
対
策
に
関

心
が
高
く
、「
明
日
は
わ
が
身
」
と
い
う
強
い
危

機
感
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

26
日
は
東
京
開
催
の
九
州
治
水
期
成
同
盟
連
合

会
に
よ
る
地
元
選
出
国
会
議
員
や
国
交
省
幹
部
と

の
意
見
交
換
会
で
、
緑
川
の
災
害
復
旧
と
加
勢
川

改
修
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
報
告
。
27
日
は
首
相
官

邸
で
開
か
れ
た
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
」
で
、

熊
本
地
震
・
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
復
興
、
地
方

交
付
税
総
額
の
安
定
的
確
保
な
ど
６
項
目
を
、
安

倍
首
相
に
要
望
し
ま
し
た
。　

　
　
（
10
月
28
日
）

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　
　

平
成
28
年
10
月
20
日
現
在

一　

般　

寄　

付

10月の
　　  町長の動き

荒木町長談

１日 ・赤い羽根空の第１便伝達式
２日 ・東小学校運動会　・熊本地震緑川復興イベント
３日 ・長期派遣職員辞令交付式
 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・上益城地域振興局長来庁応対
４日 ・敬老会　・熊本地震復興支援チャリティ歌謡ショー
 ・九州農政局長来庁応対　・郡内町長定例会
５日 ・課長会議　
 ・まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会
 ・熊本交通運輸来庁応対　・副知事訪問
 ・熊本県市町村総合事務組合議会
 ・熊本県町村会評議員会
６日 ・熊本県企画課来庁応対
 ・熊本東警察署長来庁応対
 ・下仲間地区、上仲間地区、地区計画説明会
７日 ・熊本県危機管理課来庁応対
 ・熊本県総務部審議官来庁応対
 ・熊本県市町村総合事務組合来庁応対
 ･ 熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・熊本県河川海岸防災協会来庁応対
 ・上益城消防長来庁応対
 ・全国地域安全運動出発式
 ・進出企業連絡協議会総会、交流会
９日 ・幼稚園運動会　・下仲間地区計画説明会
10日 ・徳島県、広島県、三重県、岐阜県に御礼訪問

（～13日）
14日 ・県庁砂防課来庁応対
 ・熊本県都市計画課来庁応対
 ・静岡県御殿場市議会視察応対
 ・武田コーポレーション来庁応対
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・熊本地震からの復旧復興に向けた県、市町村に

よる意見交換会
16日 ・熊本復興ふれあい警察フェア
 ・三角保之氏旭日中綬章祝賀会
17日 ・課長会議　・熊本県共同募金会来庁応対
 ・熊本県河川海岸防災協会役員会
 ・北海道、青森県、宮城県に御礼訪問（～19日）
20日 ・九州中央自動車道建設促進提言活動
21日 ・全国町村会正副会長会　・全国町村会政務調査会
 ・工藤光明氏黄綬褒章祝賀会
22日 ・相良村誕生60周年記念式典
24日 ・上京（～27日）
 ・土地改良事業団体連合会全国大会
 ・九州治水期成同盟連合会要望意見交換会
 ・国と地方の協議の場
28日 ・消防協会上益城支部来庁応対　
 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・御船保健所来庁応対
 ・アルファステイツ来庁応対
 ・熊本県財産経営課来庁応対
 ・農業振興地域整備促進協議会
 ・水稲、大豆、麦復興研究大会
29日 ・西小学校運動会
31日 ・課長会議　・嘉島、六嘉郵便局長来庁応対
 ・自衛隊来庁応対
 ・上益城地域国保連絡協議会総会
 ・上益城保健医療推進協議会

首相官邸で 10月 27日に開かれた「国と地方の協議の場」で、
安倍首相（右）と荒木町長（左）

　

左
記
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
下
さ
い
」
と
香
典

返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄
付
を

頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

上
野　

政
弘　

様
（
北
甘
木
）

　
　
　

亡　

富
子　

様　

　

藤
木　

保
雄　

様
（
下
仲
間
）

　
　
　

亡　

聖
也　

様

　

齊
藤　

強　

様
（
髙
田
）

　
　
　

亡　

勉　

様
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嘉島町の人口動態
平成28年10月30日現在

（前月比）

人   口 9,126 人　

　男　　 4,402 人　

　女　　 4,724 人

世帯数　 3,378 世帯　（＋ 1）

― 24 ―

　

夜
は
お
鍋
を
囲
み
た
く
な
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
わ
が
家
で
は
、
大

根
を
丸
ご
と
一
本
す
り
お
ろ
し
て
昆

布
で
だ
し
を
と
り
、
豚
肉
や
野
菜
を

絡
め
て
食
べ
る
み
ぞ
れ
鍋
が
お
気
に

入
り
で
す
。
手
が
か
な
り
疲
れ
ま
す

が
（
笑
）。
先
日
受
け
た
健
診
の
結

果
を
気
に
し
つ
つ
、
食
欲
の
秋
〜
冬

を
満
喫
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。（
係
）

　

第
41
回
嘉
島
町
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
杯

争
奪
少
年
野
球
大
会
は
10
月
15
日

か
ら
、
嘉
島
中
学
校
な
ど
町
内
３

会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
の
影
響
で
開
催
が
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
主
催

者
に
な
っ
た
嘉
島
西
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
保
護
者
会
の
皆
さ
ん
の
努
力
で
実

現
。
県
内
か
ら
例
年
並
み
の
24
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
西
は
開
会
式
で
元
気
いっ
ぱ

い
に
行
進
、
大
会
で
は
見
事
３
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　（－ 6）

　（  0）

　（－ 6）

11月13日（日） よしむら内科・循環器科（嘉島町）
  ☎２３５－７７７３

11月20日（日） からしま小児科（嘉島町）
  ☎２３５－６３３３

11月23日（水・祝）　西村病院（嘉島町）
  ☎２３７－１５５１

11月27日（日） 泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６

12月４日（日） みふね眼科（御船町）
  ☎２８２－３７１１

12月11日（日） 山地外科胃腸科医院（嘉島町）
  ☎２３７－０００３
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場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

保育園でたくさん友達つくるぞ
ご両親：曽我高市さん・明日香さん（上仲間）

曽
我
　
歓
太
（
か
ん
た
）
く
ん

平
成
27
年
９
月
１
日
生

原
田 

　
千
歳
（
ち
と
せ
）
ち
ゃ
ん

平
成
28
年
５
月
23
日
生

じぃじ、ばぁば、大好き～！
ご両親：原田大輔さん・好江さん（上島）


